
 ウェアラブルセンサー
 サイバーシステム
これらを用いて，時間，空間を超え、医学要素をも含む，
パフォーマンス解析環境を構築する

スポーツ界を恒久的に支えるスポーツ研究者の育成

１．大阪大学医学系研究科大学院課程新プログラム設置
本年度「大学院高度副プログラム スポーツ医科学研究プログラムを開講

２．「医学系研究科大学院生，工学・情報科学大学院生が既に研究参画

厚みのある若手人材の育成を実践。

科学的エビデンスに基づく革新的競技力強化体制の
構築と スポーツ医科学の発展

選手のメディカル・フィジカル・コンディショニングの

サイバー解析、リアルタイムフィードバックから

・個人，チームの競技力向上(High Performance)

・スポーツ外傷・障害予防(Injury Prevention)

・ スポーツ外傷・障害からの復帰

JISSでのメディカルデータ解析，科学サポートを
連携して強化，有効利活用の推進

１．メディカル情報（カルテ，派遣前検査当）の電子化

２．スポーツ解析システムの構築

３．先端スポーツ研究の拠点創造

【ＳＲＩＰ連携機関とその主な役割】

国立スポーツ科学センター(JISS), 順天堂大学, 東京医科歯科大学, 大阪体育大学，大阪府立大学，武庫川女子大学など大学等研究者 –
--- 共同研究，人材交流
サッカー，テニス，ハンドボール等各競技団体 ーーー研究協力，フィードバック，有効性検証
データスタジアム、日立製作所、ユーフォリア等，スポーツ関連協力企業 ---- 技術提携，人材連携，研究成果実用化，技術移転
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